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津久田小学校3年生がコンニャク作りに挑戦！
（詳しくは16ページに掲載）

２
月
６
日
、
津
久
田
小
学
校
の
３
年

生
が
コ
ン
ニ
ャ
ク
作
り
を
体
験
し
ま
し

た
。
食
農
教
育
の
一
環
と
し
て
、
特
産

物
で
あ
る
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
作
り
方
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
赤
城
町
の
角
田

初
江
さ
ん
が
講
師
を
務
め
児
童
に
説
明

し
ま
し
た
。

　
初
め
に
角
田
さ
ん
が
、
刻
ん
だ
コ
ン

ニ
ャ
ク
芋
を
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
鍋
に
移

し
て
か
き
混
ぜ
、
そ
の
後
に
児
童
は
列

を
作
り
、
順
番
に
鍋
を
か
き
混
ぜ
て
い

き
ま
し
た
。
児
童
は「
混
ぜ
て
い
く
う

ち
に
段
々
重
く
な
っ
た
」「
に
お
い
が
独

特
」と
初
め
て
の
コ
ン
ニ
ャ
ク
作
り
に
驚

き
が
い
っ
ぱ
い
。

特集 今からしっかり
紫外線対策

６/２（月）忘れずに！までに自動車税の
納付期限は

（種　別　割）

■問い合わせ先

渋川行政県税事務所 TEL.0279-22-4050 群馬県自動車税事務所 TEL.027-263-4343
継続検査用、構造等変更検査用の納税証明書について
継続検査時等の納税は、原則、電子確認を行っています。ただし、納税後すぐに継続検査を受ける場合は、納税証明書を提示
してください。なお、令和8年度から、スマートフォンアプリ、クレジットカード、口座振替、インターネットバンキング及び金
融機関等のATMを利用して納税された場合の納税証明書の送付は廃止する予定です。

●自動車税（種別割）は、スマートフォンアプリでも納税できます。
●「地方税お支払サイト」から、クレジットカードでも納税できます。
●コンビニエンスストアで納税できます。
●上記のほか、インターネットバンキング、「Pay-easy（ペイジー）」対応の
ATMからも納税できます。

自動車税（種別割）は、道路の整備だけでなく、医療、福祉、教育の充実など、
安心・安全な暮らしを確保するための財源として大切に使われています。

※ご注意：軽自動車税（種別割）は市町村に納める税金です。納税場所等は市役所・町村役場税務担当課へお尋ねください。
　軽自動車税（種別割）についても納期限までに納税してください。

　
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
完
成
は
翌
日
に
な
る

た
め
、
角
田
さ
ん
が
事
前
に
作
っ
て
い

た
み
そ
お
で
ん
を
試
食
。「
お
い
し
い

ね
」と
笑
顔
が
溢
れ
、「
早
く
自
分
た
ち

で
作
っ
た
コ
ン
ニ
ャ
ク
も
食
べ
て
み
た

い
」と
翌
日
の
完
成
を
心
待
ち
に
し
て
い

ま
し
た
。
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7年連続受賞した生しいたけ7年連続受賞した生しいたけ

表彰式の様子表彰式の様子

花の展覧会の様子花の展覧会の様子

新商品お披露目の様子新商品お披露目の様子
キイチゴ

（下田三徳さん）
キイチゴ

（下田三徳さん）ユキヤナギ（柴崎政利さん）ユキヤナギ（柴崎政利さん）

調印式に参加した皆さん調印式に参加した皆さん

調印式の様子調印式の様子

山本知事が商品を試食山本知事が商品を試食

経営主 締結者 地　区 経営類

鳥山　義則 正章、薫、博美 赤城町見立 露地野菜

萩原　大地 善一、知惠子 北橘町真壁 施設野菜

●家族経営協定締結者名簿●

第
28
回
群
馬
県
き
の
こ
品
評
会

（
県
・
Ｊ
Ａ
全
農
ぐ
ん
ま
・
県
き
の
こ

振
興
協
議
会
主
催
）
が
２
月
５
日
、

県
庁
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
県

産
き
の
こ
の
栽
培
技
術
や
品
質
の
一

層
の
向
上
、
き
の
こ
産
業
の
振
興
、

き
の
こ
の
消
費
拡
大
を
目
的
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
県
内
か
ら
、
生
し
い
た
け
１
２
０

点
、
ま
い
た
け
41
点
、
な
め
こ
10
点

な
ど
計
１
８
２
点
の
出
品
が
あ
り
ま

し
た
。

　
品
評
会
で
は
傘
の
形
質
や
色
つ

や
、
品
ぞ
ろ
い
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
き

の
こ
に
応
じ
た
基
準
で
、
厳
正
に
審

査
さ
れ
ま
す
。
最
高
賞
と
な
る
県
知

事
賞
（
特
別
賞
・
農
林
水
産
大
臣
賞
）

に
、
森
田
富
雄
さ
ん
（
北
橘
町
上
箱

田
）
の
原
木
栽
培
の
生
し
い
た
け
が

選
ば
れ
、
７
年
連
続
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。
表
彰
式
に
は
森
田
富
雄
さ

ん
の
長
男
、
克
己
さ
ん
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
管
内
か
ら
は
、
生
し
い
た
け
部
門

に
７
点
出
品
。
う
ち
金
賞
は
４
点
、

銀
賞
１
点
、
銅
賞
２
点
と
上
位
を
占

め
、輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

２
月
５
日
、
令
和
６
年
度
渋
川
市

家
族
経
営
協
定
合
同
調
印
式
が
、
渋

川
市
役
所
第
二
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
家
族
経
営
協
定
と
は
、
農
業
経
営

に
携
わ
る
家
族
一
人
一
人
が
意
欲
と

や
り
が
い
を
持
っ
て
経
営
に
参
画
で

き
る
魅
力
的
な
農
業
経
営
を
目
指

し
、
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い
な
が

ら
経
営
方
針
や
役
割
分
担
、
就
業
条

件
な
ど
に
つ
い
て
取
り
決
め

る
も
の
で
す
。

　
渋
川
市
長
や
Ｊ
Ａ
組
合
長

ら
が
立
会
人
を
務
め
、
市
内

３
組
の
家
族
が
協
定
を
結
び

ま
し
た
。

　
管
内
で
は
２
組
が
締
結
。

締
結
者
を
代
表
し
、
鳥
山
正

章
さ
ん
が
「
家
族
全
員
が
お

互
い
の
立
場
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
尊
重
し
、
や
り
が
い

を
持
っ
て
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
よ
う
家
族
間
で
話

し
合
い
を
行
い
、
力
を
合
わ

せ
て
豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る
農

業
経
営
を
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

１
月
31
日
か
ら
２
月
２

日
、
第
73
回
関
東
東
海
花
の

展
覧
会
が
東
京
都
の
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
花
に
対
す
る
理
解
と
消
費

の
啓
発
を
図
り
、
花
き
産
業

の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
26
年

か
ら
都
内
で
開
催
さ
れ
て
い

る
日
本
最
大
級
の
花
の
展
示

会
で
す
。

　
関
東
東
海
地
域
１
都

11
県
の
花
の
生
産
者
が

育
て
た
自
慢
の
切
花
や

鉢
物
な
ど
約
１
，
８
０

０
点
が
出
品
さ
れ
ま
し

た
。

　
管
内
か
ら
は
４
点
が

出
品
さ
れ
枝
物
の
部
で

柴
崎
政
利
さ
ん
の
ユ
キ

ヤ
ナ
ギ
が
金
賞
と
各
都

県
知
事
賞
に
選
ば
れ
、

下
田
三
徳
さ
ん
の
キ
イ

チ
ゴ
が
銀
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
全
農
が
株
式
会
社
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
と
連
携
し
、
群
馬
県
産

コ
ン
ニ
ャ
ク
原
料
を
使
用
し
た
商
品

を
発
売
し
ま
し
た
。

　
発
売
を
前
に
２
月
４
日
、
群
馬
県

産
農
産
物
の
消
費
拡
大
・
Ｐ
Ｒ
の
取

り
組
み
報
告
を
行
う
た
め
、
群
馬
県

の
山
本
一
太
知
事
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。
表
敬
訪
問
で
は
渋
川
市
の
生

産
者
や
同
社
が
取
り
組
み
を
紹
介

し
、
山
本
知
事
が
新
商
品
を
試
食
し

ま
し
た
。

　
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
国
内
で
の
需
要
低

迷
の
影
響
で
取
引
価
格
が
下
落
し
、

さ
ら
に
円
安
な
ど
の
影
響
で
肥
料
や

農
業
資
材
な
ど
の
価
格
高
騰
が
続

き
、
生
産
者
の
負
担
が
増
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
生
産
者
の
離
脱

が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
現
状

の
改
善
を
目
指
し
、
消
費
拡
大
を
通

じ
て
産
地
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。

　
販
売
し
た
の
は
、
か
つ
お
節
を
ま

ぶ
し
た
「
か
つ
お
こ
ん
に
ゃ
く
」

と
、
甘
み
の
強
い
濃
厚
だ
れ
の
「
こ

ん
に
ゃ
く
味
噌
田
楽
」
で
い
ず
れ
も

県
産
原
料
を
１
０
０
％
使
用
。
２
月

18
日
か
ら
沖
縄
県
を
除
く
全
国
の
店

舗
で
期
間
限
定
で
発
売
さ
れ
ま
し

た
。

森
田
富
雄
さ
ん

７
年
連
続
で
最
高
賞

山
本
知
事
を
表
敬
訪
問

　
県
産
コ
ン
ニ
ャ
ク
消
費
拡
大
目
指
す

関
東
東
海
花
の
展
覧
会
開
催

　
会
場
を
鮮
や
か
に
彩
る

家
族
間
で
ル
ー
ル
を
取
り
決
め

家
族
経
営
調
印
式
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・
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き
の
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振
興
協
議
会
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催
）
が
２
月
５
日
、
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庁
で
開
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れ
ま
し
た
。
こ
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は
県

産
き
の
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の
栽
培
技
術
や
品
質
の
一

層
の
向
上
、
き
の
こ
産
業
の
振
興
、

き
の
こ
の
消
費
拡
大
を
目
的
に
行
わ
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て
い
ま
す
。

　
県
内
か
ら
、
生
し
い
た
け
１
２
０

点
、
ま
い
た
け
41
点
、
な
め
こ
10
点

な
ど
計
１
８
２
点
の
出
品
が
あ
り
ま

し
た
。

　
品
評
会
で
は
傘
の
形
質
や
色
つ

や
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ぞ
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の
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の
こ
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で
、
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正
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ま
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。
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（
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賞
）

に
、
森
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ん
（
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橘
町
上
箱
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）
の
原
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生
し
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た
け
が
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れ
、
７
年
連
続
の
受
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と
な
り

ま
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た
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に
は
森
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さ

ん
の
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、
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た
。
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は
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２
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収
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日
、
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６
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、
渋

川
市
役
所
第
二
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
家
族
経
営
協
定
と
は
、
農
業
経
営

に
携
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日
本
最
大
級
の
花
の
展
示

会
で
す
。

　
関
東
東
海
地
域
１
都

11
県
の
花
の
生
産
者
が

育
て
た
自
慢
の
切
花
や

鉢
物
な
ど
約
１
，
８
０

０
点
が
出
品
さ
れ
ま
し

た
。
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料
を
使
用
し
た
商
品

を
発
売
し
ま
し
た
。

　
発
売
を
前
に
２
月
４
日
、
群
馬
県

産
農
産
物
の
消
費
拡
大
・
Ｐ
Ｒ
の
取

り
組
み
報
告
を
行
う
た
め
、
群
馬
県

の
山
本
一
太
知
事
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。
表
敬
訪
問
で
は
渋
川
市
の
生

産
者
や
同
社
が
取
り
組
み
を
紹
介

し
、
山
本
知
事
が
新
商
品
を
試
食
し

ま
し
た
。

　
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
国
内
で
の
需
要
低

迷
の
影
響
で
取
引
価
格
が
下
落
し
、

さ
ら
に
円
安
な
ど
の
影
響
で
肥
料
や

農
業
資
材
な
ど
の
価
格
高
騰
が
続

き
、
生
産
者
の
負
担
が
増
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
生
産
者
の
離
脱

が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
現
状

の
改
善
を
目
指
し
、
消
費
拡
大
を
通

じ
て
産
地
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を

行
い
ま
す
。

　
販
売
し
た
の
は
、
か
つ
お
節
を
ま

ぶ
し
た
「
か
つ
お
こ
ん
に
ゃ
く
」

と
、
甘
み
の
強
い
濃
厚
だ
れ
の
「
こ

ん
に
ゃ
く
味
噌
田
楽
」
で
い
ず
れ
も

県
産
原
料
を
１
０
０
％
使
用
。
２
月

18
日
か
ら
沖
縄
県
を
除
く
全
国
の
店

舗
で
期
間
限
定
で
発
売
さ
れ
ま
し

た
。

森
田
富
雄
さ
ん

７
年
連
続
で
最
高
賞

山
本
知
事
を
表
敬
訪
問

　
県
産
コ
ン
ニ
ャ
ク
消
費
拡
大
目
指
す

関
東
東
海
花
の
展
覧
会
開
催

　
会
場
を
鮮
や
か
に
彩
る

家
族
間
で
ル
ー
ル
を
取
り
決
め

家
族
経
営
調
印
式
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素敵な門
松が

出来まし
た！

初めての

挑戦に緊
張

参加者全員で記念撮影

作り方を
説明する
奈良主幹

マルチケース作りに挑戦する参加者

かわいいマルチケースが完成！

どこに植えようかな

寄せ植えを前に記念撮影

色鮮やか
な

寄せ植え

12
月
12
日
八
崎
ふ
れ
あ
い
館
で
、

群
馬
県
立
北
毛
青
少
年
自
然
の
家
主

催
「
出
前
な
ん
で
も
講
座
・
ミ
ニ
門

松
作
り
」
が
行
わ
れ
、Ｊ
Ａ
女
性
部
員

17
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
北
毛
青
少
年
自
然
の
家
の
奈
良
寛

嗣
主
幹
は
初
め
に
門
松
の
意
味
や
由

来
、
松
や
竹
、
南
天
の
実
な
ど
の
飾

り
一
つ
一
つ
の
意
味
に
つ
い
て
説
明
。

「
門
松
は
歳
神
様
が
迷
う
こ
と
が
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
の
目
印
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
初
め
に
竹
を
選
び
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
使
い
丁
寧
に
拭
き
上
げ

ま
し
た
。
竹
を
ガ
ム
テ
ー
プ
で
留
め

た
あ
と
テ
ー
プ
の
上
に
縄
を
巻
き
付

け
土
台
が
完
成
。
そ
の
後
、
松
や
稲

穂
、
南
天
の
実
な
ど
の
飾
り
を
吟
味

し
、
お
気
に
入
り
の
も
の
を
選
ん
だ

参
加
者
は
竹
に
き
れ
い
に
飾
り
付
け
、

素
敵
な
門
松
が
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
良
い
新
年
が
迎
え
ら

れ
そ
う
」
と
仕
上
が
り
に
大
満
足
で

し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
は
12
月
20
日
、
八
崎

ふ
れ
あ
い
館
で
寄
せ
植
え
教
室
を
開

き
、
30
人
が
参
加
。
毎
年
依
頼
し
て

い
る
雅
園
芸（
高
崎
市
吉
井
町
）の
吉

田
松
代
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
冬
の

寄
せ
植
え
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
今
回
の
苗
は
、
寄
せ
植
え
で
定
番

の
ガ
ー
デ
ン
シ
ク
ラ
メ
ン
や
葉
ボ
タ

ン
、
新
芽
が
淡
い
黄
色
に
な
る
ロ
ー

タ
ス
・
ブ
リ
ム
ス
ト
ー
ン
、
カ
ラ
フ

ル
な
プ
リ
ム
ラ
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
な
ど

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
７
個
の
苗
を
選
ぶ
と
、
吉
田
さ
ん

に
相
談
し
な
が
ら
配
置
や
色
の
バ
ラ

ン
ス
を
整
え
、
丁
寧
に
寄
せ
植
え
を

行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は「
今
年
も
き
れ
い
に
出

来
た
」「
適
切
な
管
理
を
し
て
い
き
た

い
」と
完
成
し
た
寄
せ
植
え
を
手
に

大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｉ
グ
リ
ー
ン
ア
メ
ニ

テ
ィ
部
会
は
12
月
17
日
、
赤
城
営
農

経
済
セ
ン
タ
ー
で
17
人
の
部
員
が
マ

ル
チ
ケ
ー
ス
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
マ
ル
チ
ケ
ー
ス
は
お
薬
手
帳
や
診

察
券
、パ
ス
ポ
ー
ト
、旅
行
チ
ケ
ッ
ト
、

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
、
レ
シ
ー
ト
等
を

入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

用
途
に
使
用
で
き
ま
す
。

　
参
加
者
は
慣
れ
た
手
つ
き
で
ふ
れ

あ
い
の
店
赤
城
店
の
狩
野
京
子
担
当

の
説
明
の
と
お
り
に
作
っ
て
い
き
、
１

時
間
程
で
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
診
察
券
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
の
で
ポ
ケ
ッ
ト
の
部
分
を

あ
と
２
枚
増
や
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　
マ
ル
チ
ケ
ー
ス
作
り
の
後
は
１
年

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
締
め
く
く
り
の

忘
年
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

12
月
11
日
、Ｊ
Ａ
赤
城
た
ち
ば
な

女
性
部
は
Ｊ
Ａ
前
橋
市
北
部
支
所
で

「
竹
の
灯
籠
作
り
教
室
」を
開
き
ま
し

た
。当
Ｊ
Ａ
女
性
部
員
６
人
が
講
師

を
務
め
、参
加
し
た
Ｊ
Ａ
前
橋
市
女

性
部
員
44
人
に
作
り
方
を
説
明
し
ま

し
た
。　

　
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
竹
の
灯
籠
作
り

を
盛
ん
に
行
っ
て
お
り
、興
味
を
持
っ

た
Ｊ
Ａ
前
橋
市
女
性
部
か
ら
講
師
の

依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　
１
グ
ル
ー
プ
６
、７
人
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
講
師
が
付

い
て
作
り
方
を
丁
寧
に
説
明
。初
め
て

使
う
電
動
ド
リ
ル
に
緊
張
す
る
参
加

者
で
し
た
が
、時
間
が
経
つ
に
れ
テ
ン

ポ
良
く
穴
を
開
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
竹
筒
の
中
に
電
飾
を
入
れ
明
か
り

を
灯
す
と
、そ
の
出
来
栄
え
に
参
加

者
は
感
動
し「
大
変
だ
っ
た
け
ど
作
っ

て
良
か
っ
た
」と
嬉
し
そ
う
に
話
し
ま

し
た
。

新
年
を
華
や
か
に
彩
る

ミ
ニ
門
松
作
り

Ｊ
Ａ
前
橋
市
女
性
部
と
交
流
を

竹
の
灯
籠
作
り
教
室
開
催

毎
年
恒
例

寄
せ
植
え
教
室
開
催

使
い
方
い
ろ
い
ろ

ア
メ
ニ
テ
ィ
が
マ
ル
チ
ケ
ー
ス
作
り
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シ
ェ
フ
永
井
の
お
す
す
め

シ
ェ
フ
永
井
の
お
す
す
め

永
井
智
一（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
天
晴（
旧
キ
ッ
チ
ン
晴
人
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

（1）ホタテ貝柱とマイタケは塩を振り、焼き網で両面を焼いて半分に切る。

（2）木綿豆腐と昆布だしをミキサーにかけ、ピューレ状にして塩で味を
調える。

（3）皿に（2）のピューレを流し入れ、（1）のホタテ貝柱を中心に置き、上
にマイタケをのせ、リンゴ、松の実、パクチーを散らし、麻辣油を
かけ出来上がり。

作り方

（1）アジを3枚におろし、塩を強めに振り5分置き、水洗いして水
気を拭き取り、酢洗いにする。甘長トウガラシは種を抜き、輪
切りにする。たくあんは細切りにする。

（2）白キムチは汁ごとミキサーにかけ、ピューレ状にする。

（3）皿に（2）の白キムチを敷き、（1）のアジを切って盛り付け、甘
長トウガラシ、たくあんをのせ、白キムチの残り汁を上からか
け、ディルを飾り出来上がり。

作り方

材料（2人分）

ホタテ貝柱………………… 2個
マイタケ …………… 1/2パック
塩…………………………… 少々
木綿豆腐…………………… 1丁
昆布だし………………… 100ml
リンゴ（さいの目切り）…… 1/4個
松の実（素揚げ）…………… 適宜
パクチー（みじん切り）…… 適宜
麻辣油（マーラーユ）……… 少々

材料（4人分）

アジ（刺し身用）………………… 1尾
酢………………………………… 適宜
甘長トウガラシ（赤・青）…… 各1本
たくあん（しょうゆ漬け）……… 適宜
白キムチ…………………………100g
塩………………………………… 適宜
ディル …………………………… 適宜

　
日
の
長
さ
も
伸
び
て
春
ま
き
野
菜
の

栽
培
の
準
備
を
す
る
季
節
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。作
付
け
を
行
う
前
に
、栽
培
計

画
を
立
て
て
、土
づ
く
り
を
行
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

【
栽
培
計
画
】

　
同
じ
場
所
に
同
種
、同
科
の
野
菜
を

栽
培
す
る
と
生
育
が
悪
く
な
り
収
量
が

減
少
し
て
く
る
こ
と
を
連
作
障
害
と
い

い
ま
す
。土
壌
病
害
虫
の
増
加
や
土
壌
養

分
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
ど
が
原
因
で
す
。

こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に
輪
作（
図
１
）を

行
い
ま
し
ょ
う
。連
作
障
害
を
防
ぐ
た
め

に
は
、同
種
、同
科
の
野
菜
を
連
続
し
て

栽
培
す
る
こ
と
な
く
、周
期
的
に
一
定
の

順
序
で
繰
り
返
し
て
栽
培
す
る
輪
作
を

行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、

毎
年
作
付
計
画
を
立
て
て
、計
画
的
に

栽
培
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
畑
の
面
積
が
十
分
あ
れ
ば
、休
耕
や

緑
肥
作
物
作
付
け
に
よ
る
土
づ
く
り
に

専
念
す
る
と
さ
ら
に
効
果
的
で
す
。

【
土
作
り
】

　
野
菜
が
健
全
に
育
つ
に
は
、根
が
広
く

深
く
伸
長
し
て
、野
菜
に
適
度
な
養
水

分
を
供
給
で
き
る
土
壌
環
境
を
整
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。有
機
質（
堆
肥
や
腐

葉
土
）を
施
す
こ
と
に
よ
り
、土
を
団
粒

構
造
に
す
る
と
と
も
に
、肥
料
分
を
蓄

え
る
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
、地
力
が

大
き
く
な
り
ま
す
。

　
堆
肥
に
は
肥
料
成
分
も
含
ま
れ
ま
す
。

ま
ず
は
、（
図
２
）の
手
順
で
、土
壌
診
断

を
行
っ
て
か
ら
、必
要
な
分
の
肥
料
設
計

し
、堆
肥
や
土
壌
改
良
剤
、基
肥
を
施
用

し
ま
し
ょ
う
。ま
た
堆
肥
は
、完
熟
堆
肥

を
施
用
し
ま
し
ょ
う
。堆
肥
が
手
に
入
り

づ
ら
い
場
合
、成
分
保
証
が
つ
い
て
い
る

堆
肥
が
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
土
壌
診
断
を
行
っ
て
か
ら
播
種
や
定

植
ま
で
は
、約
１
ヶ
月
以
上
か
か
り
ま
す
。

余
裕
を
も
っ
て
計
画
し
ま
し
ょ
う
。土
壌

診
断
に
つ
い
て
は
、最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
作
付
け
時
期
の
目
安
】

　
野
菜
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、生
育
適
温
度

が
あ
り
ま
す
。地
温
が
確
保
で
き
、遅
霜

が
心
配
な
い
時
期
に
播
種
・
定
植
し
ま

し
ょ
う
。（
図
３
）。ト
マ
ト
や
ナ
ス
な
ど

品
目
に
よ
っ
て
は
、播
種
時
期
は
、屋
外

だ
と
温
度
が
と
れ
ま
せ
ん
の
で
、屋
内
の

日
当
た
り
の
良
い
場
所
に
置
く
と
良
い

で
す
。

　
育
苗
方
法
に
よ
っ
て
、定
植
適
期
が
変

わ
り
ま
す
。（
例
　
ト
マ
ト
９
㎝
ポ
ッ

ト
：
第
１
花
房
の
つ
ぼ
み
が
み
え
る
頃

／
ズ
ッ
キ
ー
ニ
６
㎝
ポ
ッ
ト
：
本
葉
１
．

５
葉
苗
）品
目
ご
と
に
確
認
し
て
、定
植

し
ま
し
ょ
う
。定
植
す
る
前
に
マ
ル
チ
を

圃
場
に
張
っ
て
お
く
と
、地
温
や
土
壌
水

分
も
確
保
で
き
ま
す
。黒
マ
ル
チ
で
あ
れ

ば
、雑
草
対
策
に
も
な
り
ま
す
。

【
農
薬
の
適
正
使
用
に
つ
い
て
】

　
農
薬
は
農
作
物
の
安
定
生
産
に
は
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
。し
か
し
、農
薬
の

使
用
と
管
理
に
つ
い
て
は
、使
用
者
が
登

録
さ
れ
た
農
薬
を
適
正
に
取
り
扱
う
こ

と
が
重
要
で
す
。必
ず
使
用
前
に
農
薬
の

ラ
ベ
ル
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
薬
散
布
は
、周
辺
に
農
薬
が
飛
散

（
ド
リ
フ
ト
）し
な
い
よ
う
に
注
意
が
必

要
で
す
。風
力
・
風
向
き
・
散
布
時
の
圧

力
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

（
渋
川
地
区
農
業
指
導
セ
ン
タ
ー
）

野
菜
の

栽
培
計
画
に
つ
い
て図１　輪作の例

図２ 土壌診断から基肥施肥・作付け作業の流れ

図３　露地での播種・定植の場合
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品　目 播種期 定植期 収穫期

スイート
コーン 5月上旬 ― 7月下旬～

エダマメ 4月中旬 ― 7月中旬～

トマト 3月中旬 5月中旬 6月下旬～

キュウリ 4月中旬 5月中旬 6月下旬～

ナ　ス 2月上旬 5月中旬 6月中旬～

ジャガイモ ― 3月 6月中旬～

ズッキーニ 3月中旬 4月中旬 6月上旬～
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シ
ェ
フ
永
井
の
お
す
す
め

シ
ェ
フ
永
井
の
お
す
す
め

永
井
智
一（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
天
晴（
旧
キ
ッ
チ
ン
晴
人
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

（1）ホタテ貝柱とマイタケは塩を振り、焼き網で両面を焼いて半分に切る。

（2）木綿豆腐と昆布だしをミキサーにかけ、ピューレ状にして塩で味を
調える。

（3）皿に（2）のピューレを流し入れ、（1）のホタテ貝柱を中心に置き、上
にマイタケをのせ、リンゴ、松の実、パクチーを散らし、麻辣油を
かけ出来上がり。

作り方

（1）アジを3枚におろし、塩を強めに振り5分置き、水洗いして水
気を拭き取り、酢洗いにする。甘長トウガラシは種を抜き、輪
切りにする。たくあんは細切りにする。

（2）白キムチは汁ごとミキサーにかけ、ピューレ状にする。

（3）皿に（2）の白キムチを敷き、（1）のアジを切って盛り付け、甘
長トウガラシ、たくあんをのせ、白キムチの残り汁を上からか
け、ディルを飾り出来上がり。

作り方

材料（2人分）

ホタテ貝柱………………… 2個
マイタケ …………… 1/2パック
塩…………………………… 少々
木綿豆腐…………………… 1丁
昆布だし………………… 100ml
リンゴ（さいの目切り）…… 1/4個
松の実（素揚げ）…………… 適宜
パクチー（みじん切り）…… 適宜
麻辣油（マーラーユ）……… 少々

材料（4人分）

アジ（刺し身用）………………… 1尾
酢………………………………… 適宜
甘長トウガラシ（赤・青）…… 各1本
たくあん（しょうゆ漬け）……… 適宜
白キムチ…………………………100g
塩………………………………… 適宜
ディル …………………………… 適宜

　
日
の
長
さ
も
伸
び
て
春
ま
き
野
菜
の

栽
培
の
準
備
を
す
る
季
節
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。作
付
け
を
行
う
前
に
、栽
培
計

画
を
立
て
て
、土
づ
く
り
を
行
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

【
栽
培
計
画
】

　
同
じ
場
所
に
同
種
、同
科
の
野
菜
を

栽
培
す
る
と
生
育
が
悪
く
な
り
収
量
が

減
少
し
て
く
る
こ
と
を
連
作
障
害
と
い

い
ま
す
。土
壌
病
害
虫
の
増
加
や
土
壌
養

分
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
ど
が
原
因
で
す
。

こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に
輪
作（
図
１
）を

行
い
ま
し
ょ
う
。連
作
障
害
を
防
ぐ
た
め

に
は
、同
種
、同
科
の
野
菜
を
連
続
し
て

栽
培
す
る
こ
と
な
く
、周
期
的
に
一
定
の

順
序
で
繰
り
返
し
て
栽
培
す
る
輪
作
を

行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、

毎
年
作
付
計
画
を
立
て
て
、計
画
的
に

栽
培
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
畑
の
面
積
が
十
分
あ
れ
ば
、休
耕
や

緑
肥
作
物
作
付
け
に
よ
る
土
づ
く
り
に

専
念
す
る
と
さ
ら
に
効
果
的
で
す
。

【
土
作
り
】

　
野
菜
が
健
全
に
育
つ
に
は
、根
が
広
く

深
く
伸
長
し
て
、野
菜
に
適
度
な
養
水

分
を
供
給
で
き
る
土
壌
環
境
を
整
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。有
機
質（
堆
肥
や
腐

葉
土
）を
施
す
こ
と
に
よ
り
、土
を
団
粒

構
造
に
す
る
と
と
も
に
、肥
料
分
を
蓄

え
る
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
、地
力
が

大
き
く
な
り
ま
す
。

　
堆
肥
に
は
肥
料
成
分
も
含
ま
れ
ま
す
。

ま
ず
は
、（
図
２
）の
手
順
で
、土
壌
診
断

を
行
っ
て
か
ら
、必
要
な
分
の
肥
料
設
計

し
、堆
肥
や
土
壌
改
良
剤
、基
肥
を
施
用

し
ま
し
ょ
う
。ま
た
堆
肥
は
、完
熟
堆
肥

を
施
用
し
ま
し
ょ
う
。堆
肥
が
手
に
入
り

づ
ら
い
場
合
、成
分
保
証
が
つ
い
て
い
る

堆
肥
が
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
土
壌
診
断
を
行
っ
て
か
ら
播
種
や
定

植
ま
で
は
、約
１
ヶ
月
以
上
か
か
り
ま
す
。

余
裕
を
も
っ
て
計
画
し
ま
し
ょ
う
。土
壌

診
断
に
つ
い
て
は
、最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
作
付
け
時
期
の
目
安
】

　
野
菜
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、生
育
適
温
度

が
あ
り
ま
す
。地
温
が
確
保
で
き
、遅
霜

が
心
配
な
い
時
期
に
播
種
・
定
植
し
ま

し
ょ
う
。（
図
３
）。ト
マ
ト
や
ナ
ス
な
ど

品
目
に
よ
っ
て
は
、播
種
時
期
は
、屋
外

だ
と
温
度
が
と
れ
ま
せ
ん
の
で
、屋
内
の

日
当
た
り
の
良
い
場
所
に
置
く
と
良
い

で
す
。

　
育
苗
方
法
に
よ
っ
て
、定
植
適
期
が
変

わ
り
ま
す
。（
例
　
ト
マ
ト
９
㎝
ポ
ッ

ト
：
第
１
花
房
の
つ
ぼ
み
が
み
え
る
頃

／
ズ
ッ
キ
ー
ニ
６
㎝
ポ
ッ
ト
：
本
葉
１
．

５
葉
苗
）品
目
ご
と
に
確
認
し
て
、定
植

し
ま
し
ょ
う
。定
植
す
る
前
に
マ
ル
チ
を

圃
場
に
張
っ
て
お
く
と
、地
温
や
土
壌
水

分
も
確
保
で
き
ま
す
。黒
マ
ル
チ
で
あ
れ

ば
、雑
草
対
策
に
も
な
り
ま
す
。

【
農
薬
の
適
正
使
用
に
つ
い
て
】

　
農
薬
は
農
作
物
の
安
定
生
産
に
は
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
。し
か
し
、農
薬
の

使
用
と
管
理
に
つ
い
て
は
、使
用
者
が
登

録
さ
れ
た
農
薬
を
適
正
に
取
り
扱
う
こ

と
が
重
要
で
す
。必
ず
使
用
前
に
農
薬
の

ラ
ベ
ル
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
薬
散
布
は
、周
辺
に
農
薬
が
飛
散

（
ド
リ
フ
ト
）し
な
い
よ
う
に
注
意
が
必

要
で
す
。風
力
・
風
向
き
・
散
布
時
の
圧

力
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

（
渋
川
地
区
農
業
指
導
セ
ン
タ
ー
）

野
菜
の

栽
培
計
画
に
つ
い
て図１　輪作の例

図２ 土壌診断から基肥施肥・作付け作業の流れ

図３　露地での播種・定植の場合
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スイート
コーン 5月上旬 ― 7月下旬～

エダマメ 4月中旬 ― 7月中旬～

トマト 3月中旬 5月中旬 6月下旬～

キュウリ 4月中旬 5月中旬 6月下旬～

ナ　ス 2月上旬 5月中旬 6月中旬～

ジャガイモ ― 3月 6月中旬～

ズッキーニ 3月中旬 4月中旬 6月上旬～
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歌舞伎舞台の前にパン屋がずらり歌舞伎舞台の前にパン屋がずらり

髙木勉市長へ要請書を渡す齊田組合長
（1番左）と馬場組合長（左から2番目）
髙木勉市長へ要請書を渡す齊田組合長
（1番左）と馬場組合長（左から2番目）

石造不動明王立像石造不動明王立像

消防隊による一斉放水消防隊による一斉放水

北
橘
水
稲
育
苗
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
９（
５
２
）２
７
４
４

●
引
渡
期
間

　
５
月
20
日（
火
）〜
６
月
15
日（
日
）

●
引
渡
時
間

﹇
午
前
の
部
﹈

　
８
時
30
分
〜
11
時
50
分

　
受
付
終
了
11
時
30
分

﹇
午
後
の
部
﹈

13
時
00
分
〜
16
時
50
分

　
受
付
終
了
16
時
30
分

※
５
月
24
日（
土
）、31
日（
土
）は
午

前
８
時
か
ら
引
き
渡
し
を
始
め
ま

す
。

●
休
業
日

　
引
渡
し
期
間
中
は
無
休

　
第
26
回
通
常
総
代
会
を
左
記
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
万
障
お
繰
り
合

わ
せ
の
う
え
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
は
事
前
に
お
配
り
し

ま
し
た
議
案
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時

　
令
和
７
年
５
月
24
日（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
〜

●
開
催
場
所

　
北
橘
公
民
館
　
ホ
ー
ル

　（
北
橘
町
真
壁
２
３
５
４
番
地
）

　
当
Ｊ
Ａ
と

Ｊ
Ａ
北
群
渋

川
は
１
月
７

日
、
渋
川
市

役
所
で
「
農

業
経
営
に
お

け
る
物
価
高

騰
対
策
支

援
」
を
要
請

し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
齊
田
和
則
組
合
長
と
Ｊ

Ａ
北
群
渋
川
の
馬
場
悟
組
合
長
は
渋

川
市
の
髙
木
勉
市
長
に
要
請
書
を
手

渡
し
、厳
し
い
農
業
経
営
の
現
状
を

理
解
し
て
頂
き
、生
産
者
が
持
続
可

能
な
農
業
に
取
り
組
め
る
よ
う
対
策

を
求
め
ま
し
た
。

　
緊
迫
化
す
る
世
界
情
勢
・
円
安
の

影
響
に
よ
る
生
産
資
材
価
格
高
騰
と

燃
料
や
電
気
代
な
ど
様
々
な
物
価
の

上
昇
に
よ
り
、農
畜
産
物
価
格
に
生

産
コ
ス
ト
を
反
映
で
き
な
い
状
態
が

続
い
て
い
ま
す
。

　
資
材
価
格
の
高
騰
・
高
止
ま
り
が

農
業
経
営
に
及
ぼ
す
影
響
を
緩
和
す

る
た
め
、機
動
的
な
対
策
を
早
急
に

講
じ
る
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

１
月
28
日
、
赤
城
町
宮
田
に
あ
る

宮
田
山
不
動
寺
で「
宮
田
不
動
尊
大

祭
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
１
月
28
日
の
み
、
洞
窟
内
に

安
置
さ
れ
て
い
る
国
指
定
重
要
文
化

財
で
あ
る「
石
造
不
動
明
王
立
像
」が

ご
開
帳
さ
れ
、
今
年
も
多
く
の
地
域

住
民
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
不
動
尊
像
は
高
さ
１
６
６
㌢
、
腰

囲
り
１
５
７
㌢
の
ほ
ぼ
等
身
大
。
流

紋
岩
質
軽
石
凝
灰
岩
を
丸
彫
り
し
た

石
仏
で
、
片
目
を
半
眼
に
、
片
目
を

か
っ
と
開
い
た
顔
か
ら
は
気
迫
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　
参
拝
客
は
ロ
ウ
ソ
ク
に
火
を
灯

し
、
静
か
に
手
を
合
わ
せ
な
が
ら
、

開
運
や
安
全
祈
願
を
し
ま
し
た
。

１
月
25
日
、
国
の
重
要
有
形
民
俗

文
化
財「
上
三
原
田
の
歌
舞
伎
舞
台
」

（
渋
川
市
赤
城
町
上
三
原
田
）で「
か

ぶ
き
ぶ
た
い
と
パ
ン
ま
つ
り
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
赤
城
地
区
を
中
心
に
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
推
進
し
て
い
る「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
マ
チ
イ
ロ
」が
主
催
。

２
０
２
３
年
１
月
に
敷
島
駅
周
辺

で「
し
き
し
ま
パ
ン
ま
つ
り
」を
初
開

催
し
、
２
度
目
の
開
催
と
な
る
今
回

は
舞
台
の
前
に
16
店
が
並
び
、
市
内

外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
開
場
と
同
時
に
各
店
の
前
に
は
長

蛇
の
列
が
で
き
、
来
場
者
は
個
性
豊

か
な
パ
ン
や
ピ
ザ
を
買
い
求
め
ま
し

た
。
パ
ン
以
外
に
も
コ
ー
ヒ
ー
や
ス
ー

プ
も
販
売
さ
れ
、
来
場
者
は
パ
ン
と

一
緒
に
味
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
先
着
80

人
限
定
で
歌
舞

伎
舞
台
の
見
学

ツ
ア
ー
も
開
催

さ
れ
、
来
場
者

を
惹
き
つ
け
ま

し
た
。

１
月
23
日
、
群
馬
県
指
定
重
要
有

形
民
俗
文
化
財
で
あ
る「
津
久
田
の

人
形
舞
台
」で
防
災
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

１
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

文
化
財
管
理
関
係
者
及
び
地
域
住
民

の
文
化
財
愛
護
に
関
す
る
意
識
の
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
関
係
者
に
よ
る
初
期

消
火
と
渋
川
広
域
消
防
署
東
分
署
消

防
隊
に
よ
る
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、

火
災
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て
再
確

認
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
基
盤
組
織
で
あ
る
農
事
支

部
が
２
月
か
ら
新
年
度
を
迎
え
ま
し

た
。
令
和
７
年
度
の
農
事
支
部
長
は

次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

●令和７年度　ＪＡ赤城たちばな農事支部長

真壁上
真壁東
真壁美保
真壁坂東
下箱田
箱田
上箱田
上南室

萩原一夫
石田洋一
藤木信二郎
柴﨑誠至
今井厚与志
根井勝広
森田益男
楯　正人

下南室
小室
下小室
分郷八崎
八崎谷津
八崎舟戸
硯石

下田　博
萩原元男
今井悦造
生方　隆
関口精二
田中淳一
井野　弘

持柏木
溝呂木第３
北上野総代農協協力員
勝保沢

藤川勝好
南雲健三
斉藤　修
角田悦寿

見立
上三原田
樽
宮田
栄

鳥山正章
都丸正之
富永　誠
津久井竹次郎
斉藤好郎

１区
３区
４区
５区

角田茂徳
狩野昭彦
狩野満浩
永井元久

７区
８区
９区
10区

大畠恵一
大畠　学
須田官次郎
狩野順子

北橘地区農事支部長

横野地区農事支部長

しきしま地区農事支部長

水
稲
苗
引
渡
し
の

　
お
知
ら
せ

総
代
の
皆
さ
ん
へ

　
総
代
会
に
ご
出
席
く
だ
さ
い

物
価
高
騰
対
策
支
援
を

　
渋
川
市
に
要
請

年
に一度
の
ご
開
帳
で
祈
願

　
宮
田
不
動
尊
大
祭

歌
舞
伎
舞
台
で
パ
ン
ま
つ
り

16
店
が
出
店
し
長
蛇
の
列

津
久
田
の
人
形
舞
台
で

　
防
災
訓
練
を
実
施

農
事
支
部
長
が
決
定
し

　
令
和
７
年
度
が
ス
タ
ー
ト
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歌舞伎舞台の前にパン屋がずらり歌舞伎舞台の前にパン屋がずらり

髙木勉市長へ要請書を渡す齊田組合長
（1番左）と馬場組合長（左から2番目）
髙木勉市長へ要請書を渡す齊田組合長
（1番左）と馬場組合長（左から2番目）

石造不動明王立像石造不動明王立像

消防隊による一斉放水消防隊による一斉放水

北
橘
水
稲
育
苗
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
９（
５
２
）２
７
４
４

●
引
渡
期
間

　
５
月
20
日（
火
）〜
６
月
15
日（
日
）

●
引
渡
時
間

﹇
午
前
の
部
﹈

　
８
時
30
分
〜
11
時
50
分

　
受
付
終
了
11
時
30
分

﹇
午
後
の
部
﹈

13
時
00
分
〜
16
時
50
分

　
受
付
終
了
16
時
30
分

※
５
月
24
日（
土
）、31
日（
土
）は
午

前
８
時
か
ら
引
き
渡
し
を
始
め
ま

す
。

●
休
業
日

　
引
渡
し
期
間
中
は
無
休

　
第
26
回
通
常
総
代
会
を
左
記
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
万
障
お
繰
り
合

わ
せ
の
う
え
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
は
事
前
に
お
配
り
し

ま
し
た
議
案
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時

　
令
和
７
年
５
月
24
日（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
〜

●
開
催
場
所

　
北
橘
公
民
館
　
ホ
ー
ル

　（
北
橘
町
真
壁
２
３
５
４
番
地
）

　
当
Ｊ
Ａ
と

Ｊ
Ａ
北
群
渋

川
は
１
月
７

日
、
渋
川
市

役
所
で
「
農

業
経
営
に
お

け
る
物
価
高

騰
対
策
支

援
」
を
要
請

し
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
齊
田
和
則
組
合
長
と
Ｊ

Ａ
北
群
渋
川
の
馬
場
悟
組
合
長
は
渋

川
市
の
髙
木
勉
市
長
に
要
請
書
を
手

渡
し
、厳
し
い
農
業
経
営
の
現
状
を

理
解
し
て
頂
き
、生
産
者
が
持
続
可

能
な
農
業
に
取
り
組
め
る
よ
う
対
策

を
求
め
ま
し
た
。

　
緊
迫
化
す
る
世
界
情
勢
・
円
安
の

影
響
に
よ
る
生
産
資
材
価
格
高
騰
と

燃
料
や
電
気
代
な
ど
様
々
な
物
価
の

上
昇
に
よ
り
、農
畜
産
物
価
格
に
生

産
コ
ス
ト
を
反
映
で
き
な
い
状
態
が

続
い
て
い
ま
す
。

　
資
材
価
格
の
高
騰
・
高
止
ま
り
が

農
業
経
営
に
及
ぼ
す
影
響
を
緩
和
す

る
た
め
、機
動
的
な
対
策
を
早
急
に

講
じ
る
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

１
月
28
日
、
赤
城
町
宮
田
に
あ
る

宮
田
山
不
動
寺
で「
宮
田
不
動
尊
大

祭
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
１
月
28
日
の
み
、
洞
窟
内
に

安
置
さ
れ
て
い
る
国
指
定
重
要
文
化

財
で
あ
る「
石
造
不
動
明
王
立
像
」が

ご
開
帳
さ
れ
、
今
年
も
多
く
の
地
域

住
民
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
不
動
尊
像
は
高
さ
１
６
６
㌢
、
腰

囲
り
１
５
７
㌢
の
ほ
ぼ
等
身
大
。
流

紋
岩
質
軽
石
凝
灰
岩
を
丸
彫
り
し
た

石
仏
で
、
片
目
を
半
眼
に
、
片
目
を

か
っ
と
開
い
た
顔
か
ら
は
気
迫
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　
参
拝
客
は
ロ
ウ
ソ
ク
に
火
を
灯

し
、
静
か
に
手
を
合
わ
せ
な
が
ら
、

開
運
や
安
全
祈
願
を
し
ま
し
た
。

１
月
25
日
、
国
の
重
要
有
形
民
俗

文
化
財「
上
三
原
田
の
歌
舞
伎
舞
台
」

（
渋
川
市
赤
城
町
上
三
原
田
）で「
か

ぶ
き
ぶ
た
い
と
パ
ン
ま
つ
り
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
赤
城
地
区
を
中
心
に
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
推
進
し
て
い
る「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
マ
チ
イ
ロ
」が
主
催
。

２
０
２
３
年
１
月
に
敷
島
駅
周
辺

で「
し
き
し
ま
パ
ン
ま
つ
り
」を
初
開

催
し
、
２
度
目
の
開
催
と
な
る
今
回

は
舞
台
の
前
に
16
店
が
並
び
、
市
内

外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
開
場
と
同
時
に
各
店
の
前
に
は
長

蛇
の
列
が
で
き
、
来
場
者
は
個
性
豊

か
な
パ
ン
や
ピ
ザ
を
買
い
求
め
ま
し

た
。
パ
ン
以
外
に
も
コ
ー
ヒ
ー
や
ス
ー

プ
も
販
売
さ
れ
、
来
場
者
は
パ
ン
と

一
緒
に
味
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
先
着
80

人
限
定
で
歌
舞

伎
舞
台
の
見
学

ツ
ア
ー
も
開
催

さ
れ
、
来
場
者

を
惹
き
つ
け
ま

し
た
。

１
月
23
日
、
群
馬
県
指
定
重
要
有

形
民
俗
文
化
財
で
あ
る「
津
久
田
の

人
形
舞
台
」で
防
災
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

１
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

文
化
財
管
理
関
係
者
及
び
地
域
住
民

の
文
化
財
愛
護
に
関
す
る
意
識
の
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
関
係
者
に
よ
る
初
期

消
火
と
渋
川
広
域
消
防
署
東
分
署
消

防
隊
に
よ
る
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、

火
災
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て
再
確

認
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
基
盤
組
織
で
あ
る
農
事
支

部
が
２
月
か
ら
新
年
度
を
迎
え
ま
し

た
。
令
和
７
年
度
の
農
事
支
部
長
は

次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

●令和７年度　ＪＡ赤城たちばな農事支部長

真壁上
真壁東
真壁美保
真壁坂東
下箱田
箱田
上箱田
上南室

萩原一夫
石田洋一
藤木信二郎
柴﨑誠至
今井厚与志
根井勝広
森田益男
楯　正人

下南室
小室
下小室
分郷八崎
八崎谷津
八崎舟戸
硯石

下田　博
萩原元男
今井悦造
生方　隆
関口精二
田中淳一
井野　弘

持柏木
溝呂木第３
北上野総代農協協力員
勝保沢

藤川勝好
南雲健三
斉藤　修
角田悦寿

見立
上三原田
樽
宮田
栄

鳥山正章
都丸正之
富永　誠
津久井竹次郎
斉藤好郎

１区
３区
４区
５区

角田茂徳
狩野昭彦
狩野満浩
永井元久

７区
８区
９区
10区

大畠恵一
大畠　学
須田官次郎
狩野順子

北橘地区農事支部長

横野地区農事支部長

しきしま地区農事支部長

水
稲
苗
引
渡
し
の

　
お
知
ら
せ

総
代
の
皆
さ
ん
へ

　
総
代
会
に
ご
出
席
く
だ
さ
い

物
価
高
騰
対
策
支
援
を

　
渋
川
市
に
要
請

年
に一度
の
ご
開
帳
で
祈
願

　
宮
田
不
動
尊
大
祭

歌
舞
伎
舞
台
で
パ
ン
ま
つ
り

16
店
が
出
店
し
長
蛇
の
列

津
久
田
の
人
形
舞
台
で

　
防
災
訓
練
を
実
施

農
事
支
部
長
が
決
定
し

　
令
和
７
年
度
が
ス
タ
ー
ト
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脳トレ！

手足の体操

休日・夜間
緊急連絡先

●葬祭に関する連絡先
ふれあいの店北橘店 TEL.0279-52-2104
ふれあいの店赤城店 TEL.0279-56-2325

●交通事故（＝自動車共済の事故受付）
JA共済事故受付センター

0120-258-931

●通帳、キャッシュカードの盗難、紛失
JAバンク群馬
キャッシュカード紛失共同受付センター 

0120-254-422

●LPガス切れ・故障
JAあんしんセンター

0120-182-571

月末の 報告ＪＡ
組合員総数

出資金総額

貯金総額　　

貸出金総額　　 

長期共済保有額　

農畜産物販売総額　　 

購買品供給総額

自己資本比率

事業実績

１
 3,257人

4億 9,618万円

333億 　525万円

65億 4,955万円

804億 2,896万円

45億 9,705万円

 5億 　469万円

18.68％ （令和6年2月末現在）

（うち正組合員    1,790人）

協
議
事
項（
12
月
26
日
）

第
１
号
議
案
　
令
和
８
年
度
職
員
採
用
方

針
決
定
の
件

第
２
号
議
案
　
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン

グ
等
へ
の
対
応
に
関
す
る

規
則
変
更
の
件

第
３
号
議
案
　
当
組
合
に
お
け
る
取
引
の

リ
ス
ク
評
価
書
変
更
の
件

第
４
号
議
案
　
信
用
事
業
方
法
書（
為
替

取
引
）変
更
の
件

第
５
号
議
案
　
出
資
減
口
の
件

第
６
号
議
案
　
令
和
６
年
度
第
３
四
半
期

仮
決
算
に
伴
う
実
績
検
討

お
よ
び
承
認
の
件

協
議
事
項（
１
月
27
日
）

第
１
号
議
案
　
令
和
６
年
度
決
算
方
針
決

定
の
件

第
２
号
議
案
　
信
用
事
業
方
法
書
変
更
の

件

第
３
号
議
案
　
信
用
事
業
手
数
料
規
程
変

更
の
件

第
４
号
議
案
　
貸
出
決
定
の
件

協
議
事
項（
２
月
27
日
）

第
１
号
議
案
　
第
26
回
通
常
総
代
会
開
催
決

定
の
件

第
２
号
議
案
　
令
和
７
年
度
余
裕
金
運
用
方

針
決
定
の
件

第
３
号
議
案
　
令
和
７
年
度
信
用
供
与
等
限

度
額
及
び
貸
付
金
利
率
最
高

限
度
決
定
の
件

第
４
号
議
案
　
令
和
７
年
度
借
入
金
最
高
限

度
額
決
定
の
件

第
５
号
議
案
　
令
和
７
年
度
不
良
債
権
処
理

方
針
決
定
の
件

第
６
号
議
案
　
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
強
化
に
向
け

て
の
取
組
目
標
設
定
の
件

第
７
号
議
案
　
令
和
７
年
度
事
業
計
画
決
定

の
件

第
８
号
議
案
　
固
定
資
産
減
損
会
計
の
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
設
定
の
件

第
９
号
議
案
　
令
和
７
年
度
内
部
監
査
計
画

承
認
の
件

第
10
号
議
案
　
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

へ
の
対
応
方
針
決
定
の
件

第
11
号
議
案
　
令
和
７
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
制
定
の
件

第
12
号
議
案
　
令
和
６
年
度
上
期
監
事
監
査

の
指
摘
に
対
す
る
改
善
対
応

策
決
定
の
件

第
13
号
議
案
　
一
般
社
団
法
人
群
馬
県
米
麦

種
子
セ
ン
タ
ー
へ
の
加
入
並

び
に
設
立
時
基
金
の
拠
出
決

定
の
件

理
事
会
だ
よ
り

組合員皆さまの住所や氏名、組合員資格に
変更があった場合は、異動手続きが必要に
なります。お心当たりのある方は、最寄りの
支所にご相談のうえ、異動手続きをお願い
いたします。

組合員の皆さまへ
異動手続きについてお願い

　
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
た
ま
っ
て

い
る
の
が
疲
れ
で
す
。
頑
張
り
屋
さ
ん

ほ
ど
心
身
を
い
た
わ
る
時
間
を
取
る
こ

と
を
忘
れ
が
ち
。
今
回
は
、
そ
の
日
の

疲
れ
は
そ
の
日
の
う
ち
に
取
り
、
良
質

な
睡
眠
へ
と
導
く
体
操
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
寝
付
き
が
悪
い
と
き
は
、
就
寝
前
に

手
足
の
血
行
を
促
進
し
て
温
め
る
と
安

眠
を
誘
う
よ
う
で
す
。
指
先
包
み
の
体

操
に
足
指
の
動
き
を
加
え
て
、
全
身
の

血
行
を
促
進
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
に
つ
ぼ

刺
激
を
組
み
合
わ
せ
て
疲
れ
を
さ
ら
に

癒
や
し
ま
す
。
手
足
が
温
ま
り
、
気
持

ち
良
い
と
思
う
程
度
に
繰
り
返
し
ま

し
ょ
う
。

（1）手のひらを合わせて
上下にこすります。右手を
上にずらしたところで、右
手の指先を曲げて、左手
の指先を包み込むように
握ります。同時に、右足の
指を曲げます。

（2）右手の指先を伸ばし、
手のひらをこすっていき、
左手を上にずらします。こ
のとき、左手の指先を曲
げ、右手の指先を包み込
むように握ります。同時
に、右足の指を伸ばし左
足の指を曲げます。

（応用）
ゴルフボールやクルミを用
意し、足を動かしながら、
足の裏で転がせばつぼ押
し効果も期待できます。

指先包みと足指体操

退
職
者
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

和
田
　
浩
幸（
営
農
経
済
部
）

黒
岩
　
一
彦（
ふ
れ
あ
い
の
店
赤
城
店
）

●
定
年
退
職

疲
れ
を
取
る
体
操
で
熟
睡
へ

健
康
生
活
研
究
所
所
長
●
堤

喜
久
雄
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脳トレ！

手足の体操

休日・夜間
緊急連絡先

●葬祭に関する連絡先
ふれあいの店北橘店 TEL.0279-52-2104
ふれあいの店赤城店 TEL.0279-56-2325

●交通事故（＝自動車共済の事故受付）
JA共済事故受付センター

0120-258-931

●通帳、キャッシュカードの盗難、紛失
JAバンク群馬
キャッシュカード紛失共同受付センター 

0120-254-422

●LPガス切れ・故障
JAあんしんセンター

0120-182-571

月末の 報告ＪＡ
組合員総数

出資金総額

貯金総額　　

貸出金総額　　 

長期共済保有額　

農畜産物販売総額　　 

購買品供給総額

自己資本比率

事業実績

１
 3,257人

4億 9,618万円

333億 　525万円

65億 4,955万円

804億 2,896万円

45億 9,705万円

 5億 　469万円

18.68％ （令和6年2月末現在）

（うち正組合員    1,790人）

協
議
事
項（
12
月
26
日
）

第
１
号
議
案
　
令
和
８
年
度
職
員
採
用
方

針
決
定
の
件

第
２
号
議
案
　
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン

グ
等
へ
の
対
応
に
関
す
る

規
則
変
更
の
件

第
３
号
議
案
　
当
組
合
に
お
け
る
取
引
の

リ
ス
ク
評
価
書
変
更
の
件

第
４
号
議
案
　
信
用
事
業
方
法
書（
為
替

取
引
）変
更
の
件

第
５
号
議
案
　
出
資
減
口
の
件

第
６
号
議
案
　
令
和
６
年
度
第
３
四
半
期

仮
決
算
に
伴
う
実
績
検
討

お
よ
び
承
認
の
件

協
議
事
項（
１
月
27
日
）

第
１
号
議
案
　
令
和
６
年
度
決
算
方
針
決

定
の
件

第
２
号
議
案
　
信
用
事
業
方
法
書
変
更
の

件

第
３
号
議
案
　
信
用
事
業
手
数
料
規
程
変

更
の
件

第
４
号
議
案
　
貸
出
決
定
の
件

協
議
事
項（
２
月
27
日
）

第
１
号
議
案
　
第
26
回
通
常
総
代
会
開
催
決

定
の
件

第
２
号
議
案
　
令
和
７
年
度
余
裕
金
運
用
方

針
決
定
の
件

第
３
号
議
案
　
令
和
７
年
度
信
用
供
与
等
限

度
額
及
び
貸
付
金
利
率
最
高

限
度
決
定
の
件

第
４
号
議
案
　
令
和
７
年
度
借
入
金
最
高
限

度
額
決
定
の
件

第
５
号
議
案
　
令
和
７
年
度
不
良
債
権
処
理

方
針
決
定
の
件

第
６
号
議
案
　
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
強
化
に
向
け

て
の
取
組
目
標
設
定
の
件

第
７
号
議
案
　
令
和
７
年
度
事
業
計
画
決
定

の
件

第
８
号
議
案
　
固
定
資
産
減
損
会
計
の
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
設
定
の
件

第
９
号
議
案
　
令
和
７
年
度
内
部
監
査
計
画

承
認
の
件

第
10
号
議
案
　
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

へ
の
対
応
方
針
決
定
の
件

第
11
号
議
案
　
令
和
７
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
制
定
の
件

第
12
号
議
案
　
令
和
６
年
度
上
期
監
事
監
査

の
指
摘
に
対
す
る
改
善
対
応

策
決
定
の
件

第
13
号
議
案
　
一
般
社
団
法
人
群
馬
県
米
麦

種
子
セ
ン
タ
ー
へ
の
加
入
並

び
に
設
立
時
基
金
の
拠
出
決

定
の
件

理
事
会
だ
よ
り

組合員皆さまの住所や氏名、組合員資格に
変更があった場合は、異動手続きが必要に
なります。お心当たりのある方は、最寄りの
支所にご相談のうえ、異動手続きをお願い
いたします。

組合員の皆さまへ
異動手続きについてお願い

　
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
た
ま
っ
て

い
る
の
が
疲
れ
で
す
。
頑
張
り
屋
さ
ん

ほ
ど
心
身
を
い
た
わ
る
時
間
を
取
る
こ

と
を
忘
れ
が
ち
。
今
回
は
、
そ
の
日
の

疲
れ
は
そ
の
日
の
う
ち
に
取
り
、
良
質

な
睡
眠
へ
と
導
く
体
操
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
寝
付
き
が
悪
い
と
き
は
、
就
寝
前
に

手
足
の
血
行
を
促
進
し
て
温
め
る
と
安

眠
を
誘
う
よ
う
で
す
。
指
先
包
み
の
体

操
に
足
指
の
動
き
を
加
え
て
、
全
身
の

血
行
を
促
進
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
に
つ
ぼ

刺
激
を
組
み
合
わ
せ
て
疲
れ
を
さ
ら
に

癒
や
し
ま
す
。
手
足
が
温
ま
り
、
気
持

ち
良
い
と
思
う
程
度
に
繰
り
返
し
ま

し
ょ
う
。

（1）手のひらを合わせて
上下にこすります。右手を
上にずらしたところで、右
手の指先を曲げて、左手
の指先を包み込むように
握ります。同時に、右足の
指を曲げます。

（2）右手の指先を伸ばし、
手のひらをこすっていき、
左手を上にずらします。こ
のとき、左手の指先を曲
げ、右手の指先を包み込
むように握ります。同時
に、右足の指を伸ばし左
足の指を曲げます。

（応用）
ゴルフボールやクルミを用
意し、足を動かしながら、
足の裏で転がせばつぼ押
し効果も期待できます。

指先包みと足指体操

退
職
者
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

和
田
　
浩
幸（
営
農
経
済
部
）

黒
岩
　
一
彦（
ふ
れ
あ
い
の
店
赤
城
店
）

●
定
年
退
職

疲
れ
を
取
る
体
操
で
熟
睡
へ

健
康
生
活
研
究
所
所
長
●
堤

喜
久
雄
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【クロスワード】

【
は
が
き
の
記
入
例
】

１.答　え

２.住　所
　 氏　名
　 年　齢
　 職　業
　 電話番号

３.ご意見等

379-1124切
手

渋
川
市
赤
城
町
滝
沢

　
　
　
　
　

  

六
四
―
二

Ｊ
Ａ
赤
城
た
ち
ば
な

　
　
　
企
画
管
理
課
行

【前号の解答】
クロスワードの答え

俳
句

ご応募ありがとう
ございました。

■
タ
テ
の
カ
ギ

①
―
―
造
っ
て
魂
入
れ
ず

③
ニ
ワ
ト
リ
の
頭
に
つ
い
て

い
ま
す

⑥
エ
ッ
ク
ス
の
次
で
す

⑦
赤
の
広
場
や
ク
レ
ム
リ
ン

が
あ
り
ま
す

⑧
卒
業
証
書
の
―
―
は
筒
よ

り
フ
ァ
イ
ル
が
主
流
に
な

り
ま
し
た

⑩
脚
本
に
書
か
れ
て
い
る
セ

リ
フ
以
外
の
文
章

⑭
地
球
を
暖
め
る
天
体

⑯
ひ
な
祭
り
の
お
吸
い
物
に

つ
き
も
の
の
貝

⑱
ひ
な
祭
り
に
飾
る
花

⑲
春
の
景
色
が
ぼ
ん
や
り
と

し
て
見
え
る
原
因

⑳
細
川
た
か
し
の
ヒ
ッ
ト
曲

「
―
―
の
渡
し
」

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

①
３
月
14
日
は
―
―
デ
ー
。
バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
の
お
返
し
を
渡
す

の
に
よ
い
日
で
す

②
お
手
洗
い
と
も
い
い
ま
す

③
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
セ
ッ
タ
ー
が
上

げ
る
も
の

④
梅
は
咲
い
た
か
、
―
―
は
ま
だ

か
い
な

⑤
日
本
一
長
い
も
の
は
３
６
７
㎞
あ

り
ま
す

⑦
イ
ソ
ッ
プ
―
―
　
源
氏
―
―

⑨
失
敗
は
成
功
の
―
―

⑪
水
戸
、
尾
張
に
並
ぶ
徳
川
御
三

家
⑫
羽
ば
た
い
て
飛
べ
る
ほ
乳
類

⑬
漢
字
で
は「
梭
子
魚
」な
ど
と
書

く
魚

⑮
草
餅
に
よ
く
使
わ
れ
る
植
物

⑯
お
彼
岸
に
参
る
人
も
多
い
と
こ
ろ

⑰
弾
力
が
あ
る
、
噛
ん
で
食
べ
る
菓

子

　今回の出題は、クロスワードパズル
です。正解者には抽選で「粗品」を進呈
しますので、皆さん振るってご応募くだ
さい。
［応募要項］
　はがき（私製も可）に、答えと住所、氏名、
年齢、職業、TEL、ご意見・ご感想等を
ご記入のうえ、ＪＡ各支所または、企画管
理課までお送りください。
e-mail・FAXでもご応募できます。
e-mail　tsubasa@jaat.jagunma.net
FAX:（0279）56-4152
［締め切り］ 令和７年５月10日

二重枠に入った文字を、Ａ→Fの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

セ イ カ タ イ
A B C D E

選
者
　
狩
野
　
忠
史

丹
精
を
込
め
た
る
餅
を
供
へ
け
り森

田
は
る
み

杣
小
屋
の
囲
炉
裏
の
煙
昼
餉
摂
る高

桑
ひ
ろ
み

代
々
の
畦
に
咲
き
継
ぐ
仏
の
座

諸
田
み
ね
子

浅
春
の
風
の
加
勢
に
朝
の
歩

髙
橋

初
江

探
梅
や
地
図
を
頼
り
の
九
十
九
折諸

田

夏
江

立
春
の
ダ
ム
湖
鏡
の
如
光
る

髙
橋

絹
江

蝋
梅
の
香
に
勇
み
立
つ
散
歩
道

岩
崎

恵
子

水
仙
を
供
華
に
偲
べ
る
親
の
愛

狩
野
ミ
エ
子

受
験
絵
馬
煽
り
立
て
た
る
毛
野
の
風

藤
川
ひ
と
み

凍
返
る
大
地
や
鍬
を
打
つ
古
老

小
田

慶
喜

せ
せ
ら
ぎ
や
眩
し
さ
う
な
る
蕗
の
薹

小
田

和
子

地
下
足
袋
を
離
せ
ぬ
暮
し
春
立
て
り選者

詠

鬼
や
ら
ひ
父
似
の
声
と
な
り
に
け
り大

友

龍
子

評

節
分
の
豆
ま
き
、
普
段
は
余
り
大
き
な
声
を
出
す
作
者
で
は
な

い
が「
鬼
は
外
」の
声
に
我
に
返
る
と
父
似
の
声
で
あ
る
事
に
気

付
い
た
。
血
は
あ
ら
そ
え
な
い
も
の
だ
。
大
声
で
豆
ま
き
が
出

来
る
事
は
幸
せ
な
事
。
福
が
来
る
。

発
掘
の
布
目
瓦
や
山
眠
る

長
岡

和
恵

評

布
目
瓦
を
辞
書
で
引
く
と
、
鎌
倉
時
代
以
前
に
製
作
さ
れ
た

瓦
と
の
こ
と
。
と
な
る
と
平
安
時
代
か
奈
良
時
代
か
。
い
ず

れ
に
し
て
も
千
年
以
上
も
前
の
瓦
で
あ
る
。
き
っ
と
発
掘
現

場
で
は
他
の
物
も
出
て
き
た
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
様
な
句

に
接
す
る
と
ロ
マ
ン
が
広
が
り
楽
し
く
な
る
。

寒
鯉
や
尾
鰭
ひ
と
つ
も
動
か
ざ
る狩

野

榮
子

県
境
の
白
妙
の
山
虹
の
橋

進
藤

弓
子

寝
る
場
所
を
和
室
に
代
え
し
梅
の
花

佐
藤

勝
子

初
日
受
け
野
菜
畑
の
輝
け
り

佐
藤

満
子

藤井長太郎さん
石田富一さん
南雲知香子さん

■当選者（応募数12通）
北橘町小室

北橘町上箱田

赤城町持柏木

［投句の記載事項］
俳句(漢字にはフリガナをつけ、楷書で記入)
郵便番号／住所／氏名（俳号併記）／年齢／電話番号
［投句方法］
・最寄りの支所窓口へ
・FAX:（0279）56-4152
・e-mail:tsubasa@jaat.jagunma.net
・郵送:〒379-1124　渋川市赤城町滝沢64-2
［投句先］
ＪＡ赤城たちばな　企画管理課
［締め切り］
令和７年５月10日

み
な
さ
ん
、

ご
応
募

く
だ
さ
い
。

あなたの俳句
お待ちしております。

ぬ
の
め
か
わ
ら

か

あ
し
た

　
草
木
が
芽
吹
き
春
の
訪
れ
を
感
じ
ま

す
。皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
？
春
は
段
々
と
暖
か
く
な
り
、気
分
が

高
揚
し
て
き
ま
す
が
一
つ
心
配
な
の
が
花

粉
。花
粉
症
の
方
は
睡
眠
不
足
や
集
中
力

の
低
下
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
ア
レ
ル
ゲ
ン
侵
入
を
防
ぐ
役
割

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
が「
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
」。

　「
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
」は
キ
ノ
コ
類
や
魚
介
類

に
多
く
含
ま
れ
、日
光
に
あ
た
る
こ
と
で
も

生
成
さ
れ
ま
す
。効
果
に
は
個
人
差
が
あ

り
ま
す
が
、皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ

さ
い
。

※
過
剰
摂
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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者
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者
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者
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者
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者
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【クロスワード】

【
は
が
き
の
記
入
例
】

１.答　え

２.住　所
　 氏　名
　 年　齢
　 職　業
　 電話番号

３.ご意見等

379-1124切
手

渋
川
市
赤
城
町
滝
沢

　
　
　
　
　

  

六
四
―
二

Ｊ
Ａ
赤
城
た
ち
ば
な

　
　
　
企
画
管
理
課
行

【前号の解答】
クロスワードの答え

俳
句

ご応募ありがとう
ございました。

■
タ
テ
の
カ
ギ

①
―
―
造
っ
て
魂
入
れ
ず

③
ニ
ワ
ト
リ
の
頭
に
つ
い
て

い
ま
す

⑥
エ
ッ
ク
ス
の
次
で
す

⑦
赤
の
広
場
や
ク
レ
ム
リ
ン

が
あ
り
ま
す

⑧
卒
業
証
書
の
―
―
は
筒
よ

り
フ
ァ
イ
ル
が
主
流
に
な

り
ま
し
た

⑩
脚
本
に
書
か
れ
て
い
る
セ

リ
フ
以
外
の
文
章

⑭
地
球
を
暖
め
る
天
体

⑯
ひ
な
祭
り
の
お
吸
い
物
に

つ
き
も
の
の
貝

⑱
ひ
な
祭
り
に
飾
る
花

⑲
春
の
景
色
が
ぼ
ん
や
り
と

し
て
見
え
る
原
因

⑳
細
川
た
か
し
の
ヒ
ッ
ト
曲

「
―
―
の
渡
し
」

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

①
３
月
14
日
は
―
―
デ
ー
。
バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
の
お
返
し
を
渡
す

の
に
よ
い
日
で
す

②
お
手
洗
い
と
も
い
い
ま
す

③
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
セ
ッ
タ
ー
が
上

げ
る
も
の

④
梅
は
咲
い
た
か
、
―
―
は
ま
だ

か
い
な

⑤
日
本
一
長
い
も
の
は
３
６
７
㎞
あ

り
ま
す

⑦
イ
ソ
ッ
プ
―
―
　
源
氏
―
―

⑨
失
敗
は
成
功
の
―
―

⑪
水
戸
、
尾
張
に
並
ぶ
徳
川
御
三

家
⑫
羽
ば
た
い
て
飛
べ
る
ほ
乳
類

⑬
漢
字
で
は「
梭
子
魚
」な
ど
と
書

く
魚

⑮
草
餅
に
よ
く
使
わ
れ
る
植
物

⑯
お
彼
岸
に
参
る
人
も
多
い
と
こ
ろ

⑰
弾
力
が
あ
る
、
噛
ん
で
食
べ
る
菓

子

　今回の出題は、クロスワードパズル
です。正解者には抽選で「粗品」を進呈
しますので、皆さん振るってご応募くだ
さい。
［応募要項］
　はがき（私製も可）に、答えと住所、氏名、
年齢、職業、TEL、ご意見・ご感想等を
ご記入のうえ、ＪＡ各支所または、企画管
理課までお送りください。
e-mail・FAXでもご応募できます。
e-mail　tsubasa@jaat.jagunma.net
FAX:（0279）56-4152
［締め切り］ 令和７年５月10日

二重枠に入った文字を、Ａ→Fの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

セ イ カ タ イ
A B C D E

選
者
　
狩
野
　
忠
史

丹
精
を
込
め
た
る
餅
を
供
へ
け
り森

田
は
る
み

杣
小
屋
の
囲
炉
裏
の
煙
昼
餉
摂
る高

桑
ひ
ろ
み

代
々
の
畦
に
咲
き
継
ぐ
仏
の
座

諸
田
み
ね
子

浅
春
の
風
の
加
勢
に
朝
の
歩

髙
橋

初
江

探
梅
や
地
図
を
頼
り
の
九
十
九
折諸

田

夏
江

立
春
の
ダ
ム
湖
鏡
の
如
光
る

髙
橋

絹
江

蝋
梅
の
香
に
勇
み
立
つ
散
歩
道

岩
崎

恵
子

水
仙
を
供
華
に
偲
べ
る
親
の
愛

狩
野
ミ
エ
子

受
験
絵
馬
煽
り
立
て
た
る
毛
野
の
風

藤
川
ひ
と
み

凍
返
る
大
地
や
鍬
を
打
つ
古
老

小
田

慶
喜

せ
せ
ら
ぎ
や
眩
し
さ
う
な
る
蕗
の
薹

小
田

和
子

地
下
足
袋
を
離
せ
ぬ
暮
し
春
立
て
り選者

詠

鬼
や
ら
ひ
父
似
の
声
と
な
り
に
け
り大

友

龍
子

評

節
分
の
豆
ま
き
、
普
段
は
余
り
大
き
な
声
を
出
す
作
者
で
は
な

い
が「
鬼
は
外
」の
声
に
我
に
返
る
と
父
似
の
声
で
あ
る
事
に
気

付
い
た
。
血
は
あ
ら
そ
え
な
い
も
の
だ
。
大
声
で
豆
ま
き
が
出

来
る
事
は
幸
せ
な
事
。
福
が
来
る
。

発
掘
の
布
目
瓦
や
山
眠
る

長
岡

和
恵

評

布
目
瓦
を
辞
書
で
引
く
と
、
鎌
倉
時
代
以
前
に
製
作
さ
れ
た

瓦
と
の
こ
と
。
と
な
る
と
平
安
時
代
か
奈
良
時
代
か
。
い
ず

れ
に
し
て
も
千
年
以
上
も
前
の
瓦
で
あ
る
。
き
っ
と
発
掘
現

場
で
は
他
の
物
も
出
て
き
た
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
様
な
句

に
接
す
る
と
ロ
マ
ン
が
広
が
り
楽
し
く
な
る
。

寒
鯉
や
尾
鰭
ひ
と
つ
も
動
か
ざ
る狩

野

榮
子

県
境
の
白
妙
の
山
虹
の
橋

進
藤

弓
子

寝
る
場
所
を
和
室
に
代
え
し
梅
の
花

佐
藤

勝
子

初
日
受
け
野
菜
畑
の
輝
け
り

佐
藤

満
子

藤井長太郎さん
石田富一さん
南雲知香子さん

■当選者（応募数12通）
北橘町小室

北橘町上箱田

赤城町持柏木

［投句の記載事項］
俳句(漢字にはフリガナをつけ、楷書で記入)
郵便番号／住所／氏名（俳号併記）／年齢／電話番号
［投句方法］
・最寄りの支所窓口へ
・FAX:（0279）56-4152
・e-mail:tsubasa@jaat.jagunma.net
・郵送:〒379-1124　渋川市赤城町滝沢64-2
［投句先］
ＪＡ赤城たちばな　企画管理課
［締め切り］
令和７年５月10日
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な
さ
ん
、

ご
応
募

く
だ
さ
い
。

あなたの俳句
お待ちしております。

ぬ
の
め
か
わ
ら

か

あ
し
た

　
草
木
が
芽
吹
き
春
の
訪
れ
を
感
じ
ま

す
。皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
？
春
は
段
々
と
暖
か
く
な
り
、気
分
が

高
揚
し
て
き
ま
す
が
一
つ
心
配
な
の
が
花

粉
。花
粉
症
の
方
は
睡
眠
不
足
や
集
中
力

の
低
下
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
ア
レ
ル
ゲ
ン
侵
入
を
防
ぐ
役
割

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
が「
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
」。

　「
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
」は
キ
ノ
コ
類
や
魚
介
類

に
多
く
含
ま
れ
、日
光
に
あ
た
る
こ
と
で
も

生
成
さ
れ
ま
す
。効
果
に
は
個
人
差
が
あ

り
ま
す
が
、皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ

さ
い
。

※
過
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摂
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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みんなでみそおでんを
試食

段々重く
なってきた

●Contents／目次

営農インフォメーション
女性のページ
農業指導センター情報
シェフ永井のおすすめ
お知らせコーナー
脳トレ！手足の体操
読者のコーナー

津久田小学校3年生がコンニャク作りに挑戦！
（詳しくは16ページに掲載）

２
月
６
日
、
津
久
田
小
学
校
の
３
年

生
が
コ
ン
ニ
ャ
ク
作
り
を
体
験
し
ま
し

た
。
食
農
教
育
の
一
環
と
し
て
、
特
産

物
で
あ
る
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
作
り
方
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
赤
城
町
の
角
田

初
江
さ
ん
が
講
師
を
務
め
児
童
に
説
明

し
ま
し
た
。

　
初
め
に
角
田
さ
ん
が
、
刻
ん
だ
コ
ン

ニ
ャ
ク
芋
を
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
鍋
に
移

し
て
か
き
混
ぜ
、
そ
の
後
に
児
童
は
列

を
作
り
、
順
番
に
鍋
を
か
き
混
ぜ
て
い

き
ま
し
た
。
児
童
は「
混
ぜ
て
い
く
う

ち
に
段
々
重
く
な
っ
た
」「
に
お
い
が
独

特
」と
初
め
て
の
コ
ン
ニ
ャ
ク
作
り
に
驚

き
が
い
っ
ぱ
い
。

特集 今からしっかり
紫外線対策

６/２（月）忘れずに！までに自動車税の
納付期限は

（種　別　割）

■問い合わせ先

渋川行政県税事務所 TEL.0279-22-4050 群馬県自動車税事務所 TEL.027-263-4343
継続検査用、構造等変更検査用の納税証明書について
継続検査時等の納税は、原則、電子確認を行っています。ただし、納税後すぐに継続検査を受ける場合は、納税証明書を提示
してください。なお、令和8年度から、スマートフォンアプリ、クレジットカード、口座振替、インターネットバンキング及び金
融機関等のATMを利用して納税された場合の納税証明書の送付は廃止する予定です。

●自動車税（種別割）は、スマートフォンアプリでも納税できます。
●「地方税お支払サイト」から、クレジットカードでも納税できます。
●コンビニエンスストアで納税できます。
●上記のほか、インターネットバンキング、「Pay-easy（ペイジー）」対応の
ATMからも納税できます。

自動車税（種別割）は、道路の整備だけでなく、医療、福祉、教育の充実など、
安心・安全な暮らしを確保するための財源として大切に使われています。

■問い合わせ先

ATMからも納税できます。
※ご注意：軽自動車税（種別割）は市町村に納める税金です。納税場所等は市役所・町村役場税務担当課へお尋ねください。
　軽自動車税（種別割）についても納期限までに納税してください。

　
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
完
成
は
翌
日
に
な
る

た
め
、
角
田
さ
ん
が
事
前
に
作
っ
て
い

た
み
そ
お
で
ん
を
試
食
。「
お
い
し
い

ね
」と
笑
顔
が
溢
れ
、「
早
く
自
分
た
ち

で
作
っ
た
コ
ン
ニ
ャ
ク
も
食
べ
て
み
た

い
」と
翌
日
の
完
成
を
心
待
ち
に
し
て
い

ま
し
た
。

http://www.jaat.net/

no.151

2025
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２
月
６
日
、
津
久
田
小
学
校
の
３
年

津
久
田
小
３
年
生

コ
ン
ニ
ャ
ク
作
り
に
挑
戦
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